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│
ド
イ
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の
裁
判
例
を
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材
と
し
て
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組
み
の
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構
成
を
模
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す
る
│
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Ⅰ　

は
じ
め
に

　

一　

本
稿
の
位
置
づ
け
と
課
題

　

二　

本
稿
の
構
成

Ⅱ　

住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
賃
借
人
に
よ
る
許
可
の
請
求

　
　

│
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
│

　

一　

前
提
と
な
る
こ
と
が
ら

　

二　

賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
を
め
ぐ
る
裁
判
例



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
一
）

二

　
　

１　

基
本
と
な
る
裁
判
例
（
以
上
、
本
巻
本
号
）

　
　

２　

賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
事
案

　
　
　

（
１
）
純
粋
に
個
人
的
な
人
生
形
成
の
観
点
か
ら
必
要
性
が
あ
る
場
合

　
　
　

（
２
）
経
済
的
な
観
点
か
ら
必
要
性
が
あ
る
場
合

　
　
　

（
３
）
家
族
的
な
観
点
か
ら
必
要
性
が
あ
る
場
合

　
　
　

（
４
）
そ
の
他
の
観
点
か
ら
必
要
性
が
あ
る
場
合

Ⅲ　

住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
賃
貸
人
に
よ
る
許
可
の
拒
絶

　
　

│
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
│

　

一　

基
本
と
な
る
裁
判
例

　

二　

賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
事
案

Ⅳ　

総
括
と
日
本
法
へ
の
示
唆
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三

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

一　

本
稿
の
位
置
づ
け
と
課
題

　

本
稿
は
、
わ
が
国
の
居
住
を
目
的
と
す
る
借
家
権
に
対
応
す
る
ド
イ
ツ
の
住
居
使
用
賃
借
権
を
対
象
と
し
て
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
比
較
研
究
に
続
く
も
の
で
あ
る
が
、
よ
り
正
確
に
い
う
と
、
次
の
二
つ
の
論
説
に
接
続
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
本
稿
は
、
ド
イ
ツ
の
住
居
転
貸
借
法
の
領
域
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
法
領
域
に
お
け
る
筆
者
の
端
緒
的
な
論
説
で
あ

る
と
こ
ろ
の
、
﹁
住
居
の
転
貸
借
に
関
す
る
一
考
察
│
ド
イ
ツ
法
を
素
材
と
し
て
│
﹂︶

2
︵

に
接
続
す
る
。
こ
の
論
説
に
お
い
て
は
、
は
じ
め
に
、
ド

イ
ツ
に
お
け
る
住
居
転
貸
借
法
の
基
本
的
な
仕
組
み
を
把
握
し
た
う
え
で
、
基
本
的
な
仕
組
み
の
原
則
に
関
す
る
立
法
趣
旨
の
一
考
察
を
試
み
、

さ
ら
に
、
基
本
的
な
仕
組
み
の
原
則
が
裁
判
例
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
は
、
そ
れ
に

引
き
続
く
形
で
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
住
居
転
貸
借
法
の
基
本
的
な
仕
組
み
の
例
外
な
い
し
原
則
の
調
整
に
あ
た
る
規
定
、
具
体
的
に
は
、
ド
イ
ツ

民
法
典
（
以
下
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
）
五
五
三
条
一
項
に
関
す
る
裁
判
例
を
考
察
し
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
例
に
お
け
る
判
断
枠
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

そ
の
直
接
の
課
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
本
稿
は
、
ド
イ
ツ
の
住
居
使
用
賃
借
権
の
存
続
保
護
と
い
う
法
領
域
に
お
け
る
筆
者
の
論
説
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
﹁
住
居
を
め
ぐ
る

所
有
権
と
不
動
産
利
用
権
と
の
法
的
関
係
の
一
断
面
│
ド
イ
ツ
の
裁
判
例
を
素
材
と
し
て
判
断
枠
組
み
の
再
構
成
を
模
索
す
る
│
﹂︶

3
︵

に
も
接
続
す

る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
少
し
詳
し
い
説
明
を
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
一
）

四

　

第
二
の
点
に
関
す
る
筆
者
の
論
説
に
お
い
て
は
、
﹁
住
居
を
め
ぐ
る
所
有
権
と
不
動
産
利
用
権
と
の
法
的
関
係
の
一
断
面
﹂
を
表
す
も
の
と
考

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
借
家
権
の
存
続
保
護
と
い
う
法
領
域
に
関
し
て
、
日
本
法
に
お
け
る
判
断
枠
組
み
の
再
構
成
を
模
索
す
る
た
め
に
、
ド
イ

ツ
の
裁
判
例
、
具
体
的
に
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
二
号
に
関
す
る
裁
判
例
、
す
な
わ
ち
、
賃
貸
人
の
﹁
自
己
必
要
﹂
を
理
由
と
す
る
住
居
使

用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
に
関
す
る
裁
判
例
の
判
断
枠
組
み
を
考
察
し
た
。
住
居
に
関
す
る
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
に
関
し
て
は
、

﹁
賃
貸
人
は
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
き
、
正
当
な
利
益
を
有
す
る
と
き
に
の
み
、
解
約
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ

五
七
三
条
一
項
一
文
）
が
、
賃
貸
人
に
﹁
自
己
必
要
﹂
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
の
賃
貸
人
の
﹁
正
当
な

利
益
﹂
が
存
在
す
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
二
号
）
、
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
賃
貸
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
が
存
在
す
る
場
合
は
、

賃
貸
人
に
﹁
自
己
必
要
﹂
が
認
め
ら
れ
る
場
合
以
外
に
も
あ
り
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
住
居
使
用
賃
借
権
の
存
続
保
護
と
い
う
法
領
域

に
お
い
て
は
、
最
終
的
に
、
賃
貸
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
の
解
釈
・
適
用
を
め
ぐ
る
裁
判
例
が
考
察
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
住
居
転
貸
借
法
の
基
本
的
な
仕
組
み
の
例
外
な
い
し
原
則
の
調
整
に
あ
た
る
規
定
で

あ
る
と
こ
ろ
の
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
三
条
一
項
に
関
す
る
裁
判
例
を
考
察
し
、
日
本
法
に
お
け
る
判
断
枠
組
み
の
再
構
成
を
模
索
す
る
た
め
に
、
ド
イ

ツ
法
に
お
け
る
判
断
枠
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
そ
の
直
接
の
課
題
と
な
る
。
そ
し
て
、
本
稿
の
考
察
の
主
た
る
対
象
と
な
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ

五
五
三
条
一
項
一
文
に
よ
る
と
、
﹁
賃
借
人
の
た
め
に
、
賃
貸
借
契
約
の
締
結
後
、
住
居
の
一
部
を
第
三
者
の
使
用
に
委
譲
す
る
正
当
な
利
益
が

生
じ
た
場
合
、
賃
借
人
は
、
賃
貸
人
に
対
し
て
、
そ
の
た
め
の
許
可
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
﹂
、
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

本
稿
に
お
い
て
は
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
の
解
釈
・
適
用
の
問
題
が
考
察
の
主
た
る
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
方
に
お
い
て
、
住
居
使
用
賃
借
権
の
存
続
保
護
と
い
う
法
領
域
に
お
い
て
は
、
賃
貸
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
の
解
釈
・
適
用
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五

と
い
う
問
題
が
、
他
方
に
お
い
て
、
住
居
転
貸
借
法
の
領
域
に
お
い
て
は
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
の
解
釈
・
適
用
と
い
う
問
題
が
生
じ
る

こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
、
住
居
転
貸
借
法
の
領
域
に
お
い
て
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
の
解
釈
・
適
用
を
め
ぐ
る
裁

判
例
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
、
賃
貸
人
が
賃
借
人
と
の
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
と
い
う
事
案
に
お
け
る
判
断
枠
組
み
の

有
効
性
・
説
得
力
を
検
証
し
、
そ
の
判
断
枠
組
み
の
精
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
る
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

二　

本
稿
の
構
成

　

本
稿
の
位
置
づ
け
と
課
題
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
本
稿
の
構
成
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

す
で
に
筆
者
の
端
緒
的
な
論
説
に
お
い
て
確
認
し
た
よ
う
に
︶
4
︵

、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
住
居
の
所
有
権
者
で
あ
る
賃
貸
人
は
、
賃
借
住
居
の

全
体
な
い
し
一
部
の
使
用
を
第
三
者
に
委
譲
す
る
と
い
う
転
貸
権
限
を
賃
借
人
に
認
め
る
か
否
か
に
つ
き
、
原
則
と
し
て
自
由
で
あ
る
。
根
拠
条

文
で
あ
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
〇
条
一
項
一
文
に
よ
る
と
、
﹁
賃
借
人
は
、
賃
貸
人
の
許
可
な
し
に
、
賃
借
物
の
使
用
を
第
三
者
に
委
譲
し
、
特
に
賃
借

物
を
さ
ら
に
賃
貸
す
る
権
限
は
な
い
。
﹂
、
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
原
則
的
取
扱
い
の
例
外
な
い
し
原
則
の
調
整
に
あ
た
る
規
定
も
存
在
す
る
の
で
あ

り
、
そ
の
規
定
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
三
条
一
項
で
あ
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
三
条
一
項
に
関
す
る
裁
判
例
︶
5
︵

を
考
察
し
、
裁
判
例
に
お
け
る
判
断
枠
組
み
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
三
条
一
項
の
一
文
と
二
文
に
対
応
す
る
形
で
、
一
方
に
お
い
て
、
住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
賃
借
人
に

よ
る
許
可
の
請
求
、
他
方
に
お
い
て
、
住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
賃
貸
人
に
よ
る
許
可
の
拒
絶
と
い
う
対
立
す
る
構
造
に
お
い
て
裁
判
例
の
判
断



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
一
）

六

枠
組
み
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
三
条
一
項
一
文
に
よ
る
と
、
﹁
賃
借
人
の
た
め
に
、
賃
貸
借
契
約
の
締
結
後
、
住
居
の
一
部
を
第
三
者
の
使
用
に
委
譲
す
る
正
当

な
利
益
が
生
じ
た
場
合
、
賃
借
人
は
、
賃
貸
人
に
対
し
て
、
そ
の
た
め
の
許
可
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
﹂
、
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
住
居
の
賃
借
人
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
三
条
一
項
一
文
の
要
件
の
も
と
で
、
賃
貸
人
に
対
し
て
、
住
居
の
一
部
を
第
三
者
の
使
用
に
委
譲
す
る

た
め
の
許
可
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
裁
判
例
に
お
い
て
、
い
か
な
る
場
合
に
、
賃
借
人

の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
が
、
考
察
の
中
心
と
な
る
（
Ⅱ
）
。

　

他
方
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
三
条
一
項
二
文
は
、
同
条
同
項
一
文
に
も
と
づ
く
賃
貸
人
の
許
可
の
付
与
に
対
す
る
賃
借
人
の
請
求
権
が
考
慮

さ
れ
な
い
場
合
と
し
て
、
﹁
そ
の
第
三
者
に
重
大
な
事
由
が
存
在
す
る
場
合
、
そ
の
住
居
に
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
は
、
そ
の

他
の
理
由
か
ら
、
そ
の
委
譲
が
賃
貸
人
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
﹂
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
住
居
の
賃
貸
人
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

五
五
三
条
一
項
二
文
に
あ
た
る
場
合
に
は
、
第
三
者
へ
の
使
用
の
委
譲
の
た
め
の
許
可
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
住

居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
裁
判
例
に
お
い
て
、
い
か
な
る
場
合
に
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点

が
、
考
察
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
Ⅲ
）
。

　

最
後
に
、
本
稿
の
考
察
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
本
稿
の
考
察
か
ら
、
日
本
法
へ
の
示
唆
も
得
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
︶
6
︵

（
Ⅳ
）
。

（
1
）　

Ⅱ
の
二
の
２
以
下
の
目
次
は
、
暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
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七

（
2
）　

西
南
四
二
巻
三
・
四
合
併
号
（
二
〇
一
〇
年
）
七
五
頁
以
下
。

（
3
）　

（
一
）
な
い
し
（
九
・
完
）
の
順
に
、
西
南
三
八
巻
三
・
四
合
併
号
（
二
〇
〇
六
年
）
三
五
頁
以
下
、
四
〇
巻
二
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
頁
以
下
、
四
〇
巻
三
・

四
合
併
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
七
頁
以
下
、
四
一
巻
一
・
二
合
併
号
（
二
〇
〇
八
年
）
八
一
頁
以
下
、
四
三
巻
一
・
二
合
併
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
頁
以
下
、
四
三

巻
三
・
四
合
併
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
頁
以
下
、
四
四
巻
一
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
頁
以
下
、
四
四
巻
三
・
四
合
併
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
頁
以
下
、
四
五
巻
二
号

（
二
〇
一
二
年
）
一
頁
以
下
。

（
4
）　

拙
稿
・
前
掲
注
（
２
）
七
八
頁
以
下
。

（
5
）　

本
稿
に
お
い
て
考
察
す
る
裁
判
例
を
選
び
出
す
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
主
と
し
て
、
次
の
注
釈
書
を
参
照
し
た
。S

ta
u

d
in

g
e

r/V
o

lk
e

r E
m

m
e

ric
h

,J. v
o

n
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§§535

︱562d
,2011,

§553;M
ü

n
ch

K
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m
B

G
B

/H
an

s-Jü
rgen

 B
ieber,M

ünchener K
om

m
entar zum

 B
ürgerlichen G

esetzbuch B
and 3

,6.A
u

fl.,2012,

§553; 

S
ch

m
id

t-F
u

tterer/H
u

bert B
lan

k, Schm
idt-F

utterer M
ietrecht G

roß
kom

m
entar des W

ohn-und G
ew

erberaum
m

ietrechts
,10.A

u
fl.,2011,

§553.

（
6
）　

も
っ
と
も
、
わ
が
国
に
お
け
る
住
居
の
無
断
転
貸
を
理
由
と
す
る
賃
貸
人
の
解
除
に
関
す
る
裁
判
例
は
、
そ
の
数
と
し
て
は
、
今
日
、
顕
著
に
減
少
し
て
い
る
、

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の
指
摘
と
し
て
、
吉
政
知
広
﹁
信
頼
関
係
破
壊
法
理
の
機
能
と
展
望
﹂
Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
八
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
四
五
頁
。

Ⅱ　

住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
賃
借
人
に
よ
る
許
可
の
請
求

　
　

─
賃
借
人
の
「
正
当
な
利
益
」
─

　

一　

前
提
と
な
る
こ
と
が
ら



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
一
）

八

　

そ
れ
で
は
、
住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
賃
借
人
に
よ
る
許
可
の
請
求
に
関
す
る
裁
判
例
、
す
な
わ
ち
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
三
条
一
項
一
文
に
関
す
る

裁
判
例
の
具
体
的
な
考
察
に
入
る
こ
と
に
す
る
が
、
は
じ
め
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
三
条
一
項
一
文
に
お
け
る
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
を
め
ぐ
る

裁
判
例
の
前
提
と
な
る
こ
と
が
ら
︶
7
︵

に
関
す
る
裁
判
例
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
以
下
の
三
つ
の
点
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

１　

第
一
に
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
は
、
ま
さ
に
賃
借
人
自
ら
の
利
益
が
問
題
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
転
借

人
の
利
益
に
お
い
て
主
張
さ
れ
る
理
由
は
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
関
す
る
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
事
実
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
三
年
二
月

一
五
日
判
決
︶
8
︵

は
、
﹁
転
借
人
の
個
人
的
お
よ
び
経
済
的
な
諸
関
係
は
、
転
貸
借
の
許
可
に
対
す
る
請
求
権
を
基
礎
づ
け
な
い
。
︶
9
︵

﹂
、
と
述
べ
て
い

る
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
事
実
と
の
対
応
関
係
の
点
で
確
認
す
べ
き
裁
判
例
と
し
て
、
ノ
イ
ケ
ル
ン
区
裁
判
所
一
九
九
三
年
一
一
月
一
日
判
決
お
よ
び

ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
四
年
二
月
二
五
日
決
定
が
あ
る
。

　

︻
１
︼
ノ
イ
ケ
ル
ン
区
裁
判
所
一
九
九
三
年
一
一
月
一
日
判
決
お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
四
年
二
月
二
五
日
決
定
︶
10
︵

 

　

①
事
案
の
概
要
と
経
緯

　

被
告
・
１
は
、
原
告
ら
が
賃
貸
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
、
ベ
ル
リ
ン
に
所
在
し
、
二
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
の
賃
借
人
で

あ
っ
た
。
一
九
九
三
年
三
月
に
、
原
告
ら
は
、
被
告
・
１
が
本
件
住
居
を
被
告
・
２
に
転
貸
借
し
た
こ
と
を
認
識
し
た
。
原
告
ら
は
、
一
九
九
三
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）

九

年
三
月
一
二
日
付
け
の
書
面
を
も
っ
て
、
被
告
・
１
に
対
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
条
項
を
指
摘
し
て
、
本
件
転
貸
借
関
係
を
遅
く
と
も

四
週
間
以
内
に
解
約
告
知
す
る
よ
う
に
要
求
し
た
が
、
そ
の
後
、
被
告
・
２
へ
の
権
限
の
な
い
転
貸
借
な
い
し
使
用
の
委
譲
を
理
由
と
し
て
、
本

件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
即
時
に
解
約
告
知
し
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
被
告
・
２
は
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
の
送
達

後
、
本
件
住
居
か
ら
退
去
し
た
。

　

被
告
・
１
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
本
件
解
約
告
知
は
無
効
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
被
告
・
１
に
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
四
九

条
二
項
（
現
行
五
五
三
条
）
に
も
と
づ
い
て
、
原
告
ら
に
対
し
て
、
本
件
住
居
の
ひ
と
つ
の
部
屋
を
被
告
・
２
に
委
譲
す
る
こ
と
に
対
す
る
請
求

権
が
帰
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。
被
告
・
１
は
、
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
が
、
当
時
臨
月
で
、
寄
宿
舎
で
生
活
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
被
告
・
２

を
、
人
道
的
な
理
由
か
ら
、
本
件
住
居
に
一
時
的
に
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
被
告
・
２
は
、
一
九
九
三
年
五
月
一
三
日
に
、
彼
女
の
子

供
を
出
産
し
た
。

　

②
ノ
イ
ケ
ル
ン
区
裁
判
所
の
判
決
理
由

　

ノ
イ
ケ
ル
ン
区
裁
判
所
は
、
右
の
本
件
事
実
関
係
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
原
告
ら
の
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
。

　

﹁
被
告
・
１
の
た
め
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
後
、
当
事
者
間
で
、
本
件
住
居
の
一
部
を
被
告
・
２
の
使
用
に
委
譲
す
る
正
当
な
利

益
は
、
生
じ
な
か
っ
た
。
・
・
・
・
本
件
で
申
し
立
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
被
告
・
２
を
転
借
人
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
被
告
・

１
の
人
道
的
な
動
機
、
す
な
わ
ち
、
被
告
・
１
が
、
被
告
・
２
に
対
し
て
、
ど
ん
な
種
類
の
人
的
な
関
係
も
持
た
ず
、
被
告
・
２
を
あ
ら
か
じ
め

知
っ
て
さ
え
い
な
か
っ
た
し
、
寄
宿
舎
に
お
け
る
被
告
・
２
の
生
活
に
つ
い
て
単
に
友
人
を
通
し
て
知
り
、
そ
の
友
人
の
依
頼
に
も
と
づ
い
て
、

被
告
・
２
を
本
件
住
居
に
受
け
入
れ
た
こ
と
は
、
十
分
で
は
な
い
。
確
か
に
、
自
己
の
友
人
の
依
頼
に
も
と
づ
い
て
、
被
告
・
２
を
そ
の
よ
う
な



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
一
）

一
〇

状
況
に
お
い
て
援
助
す
る
と
い
う
被
告
・
１
の
動
機
は
、
高
く
評
価
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
・
・
・
・
し
か
し
、
確
か
に
正
当
と
認
め
る
に
値

す
る
と
こ
ろ
の
、
そ
の
よ
う
な
人
道
的
な
精
神
の
あ
り
よ
う
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
が
要
求
す
る
と
こ
ろ
の
具
体
的
な
正
当
な
利
益
と
同
一

視
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
︶
11
︵

﹂
。

　

③
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
の
決
定
理
由

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
・
１
は
、
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
が
、
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
も
ま
た
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ

り
、
被
告
・
１
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

　

﹁
区
裁
判
所
は
、
正
当
な
こ
と
で
あ
る
が
、
次
の
こ
と
か
ら
出
発
し
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
・
１
の
た
め
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結

後
、
本
件
住
居
の
一
部
を
被
告
・
２
に
委
譲
す
る
正
当
な
利
益
は
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
結
果
、
・
・
・
・
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約

告
知
後
、
・
・
・
・
被
告
・
１
に
対
す
る
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
の
請
求
権
が
、
原
告
ら
に
帰
属
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
区
別
、
す
な
わ
ち
、
正
当
と
認
め
る
に
値
す
る
も
の
で
も
あ
る
と
こ
ろ
の
高
く
評
価
す
べ
き
人
道
的
な
理
由
と
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
の
意
味
に
お
け
る
具
体
的
な
正
当
な
利
益
と
の
間
の
区
別
は
、
異
議
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、

こ
の
正
当
な
利
益
は
、
・
・
・
・
賃
借
人
の
利
益
が
問
題
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

被
告
・
１
は
、
も
っ
ぱ
ら
被
告
・
２
の
利
益
に
お
い
て
だ
け
行
動
し
た
。

　

被
告
・
２
の
利
益
に
お
け
る
被
告
・
１
の
行
為
に
関
す
る
動
機
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
考
慮
さ
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
と
い
う
の
は
、
転
貸
借
に
つ
い
て
の
利
益
は
、
賃
借
人
の
個
人
的
お
よ
び
経
済
的
な
諸
関
係
を
評
価
し
て
、
筋
の
通
り
、
理
解
で
き
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
転
借
人
の
個
人
的
お
よ
び
経
済
的
な
諸
関
係
を
評
価
す
る
の
で
は
な
い
︶
12
︵

﹂
。
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一
一

　

右
の
よ
う
に
、
ノ
イ
ケ
ル
ン
区
裁
判
所
お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
に
よ
る
と
、
賃
借
住
居
の
一
部
を
転
貸
借
す
る
た
め
の
賃
借
人
の
﹁
正

当
な
利
益
﹂
は
、
﹁
賃
借
人
の
直
接
的
な
領
域
か
ら
の
み
導
き
出
さ
れ
う
る
︶
13
︵

﹂
の
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
転
借
人
の
利
益
に
お
い
て
主
張
さ
れ
る
と

こ
ろ
の
人
道
的
な
理
由
は
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

２　

第
二
に
、
賃
借
人
自
ら
の
利
益
が
問
題
で
あ
る
と
し
て
も
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
が
、
そ
も
そ
も
認
め
ら
れ
な
い
、
と
判
断
さ
れ

た
事
案
も
存
在
す
る
。

　

そ
の
よ
う
な
事
案
を
取
り
扱
っ
た
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
を
い
く
つ
か
拾
っ
て
お
く
と
、
た
と
え
ば
、
テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
区
裁
判
所

一
九
八
六
年
一
二
月
一
六
日
判
決
︶
14
︵

は
、
賃
借
人
が
、
自
己
の
子
供
を
出
産
し
た
後
、
一
方
に
お
い
て
、
そ
の
子
供
の
父
親
と
、
そ
の
子
供
を
共
同

し
て
世
話
す
る
た
め
に
、
そ
の
父
親
の
住
居
に
お
い
て
一
緒
に
生
活
し
た
い
が
、
他
方
に
お
い
て
、
賃
借
人
の
こ
れ
ま
で
の
賃
借
住
居
に
お
い
て
、

転
借
人
と
一
緒
に
働
き
、
ま
た
、
時
々
そ
こ
に
宿
泊
す
る
た
め
に
、
転
借
人
を
受
け
入
れ
た
い
と
い
う
事
案
の
も
と
で
、
転
貸
借
の
許
可
に
つ
い

て
の
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
判
断
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ェ
ー
ネ
ベ
ル
ク
区
裁
判
所
一
九
九
二
年
二
月
二
五
日
判
決
︶
15
︵

は
、
次
の
よ
う
な
事
実
関
係
を
踏
ま
え
て
、
転
貸
借
の
許
可
に
つ
い
て
の

賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
判
断
し
た
。
す
な
わ
ち
、
賃
借
人
が
、
職
業
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
数
年
間
外
国
に
滞
在
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
週
の
五
日
間
は
外
国
に
滞
在
し
、
週
末
に
本
件
住
居
に
戻
る
と
い
う
状
況
の
も
と
で
、
賃
借
人
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
あ

り
得
る
再
入
居
に
備
え
て
、
本
件
住
居
に
つ
い
て
の
権
利
だ
け
を
自
己
に
残
し
て
お
き
た
い
た
め
に
、
転
貸
借
の
許
可
を
請
求
し
た
と
い
う
事
実

関
係
で
あ
っ
た
。



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
一
）

一
二

　

さ
ら
に
、
事
実
関
係
が
若
干
詳
し
く
わ
か
る
裁
判
例
と
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
八
一
年
七
月
二
日
判
決
が
あ
る
。

　

︻
２
︼
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
八
一
年
七
月
二
日
判
決
︶
16
︵

 

　

①
事
案
の
概
要
と
経
緯

　

被
告
は
、
ベ
ル
リ
ン
に
所
在
し
、
六
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
を
原
告
ら
に
賃
貸
し
て
い
た
が
、
原
告
ら
は
、
職
業
に
と
も

な
っ
て
、
原
告
ら
の
家
具
の
一
部
を
持
っ
て
、
原
告
ら
の
生
活
の
中
心
点
を
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
移
し
、
そ
こ
で
、
あ
る
住
居
に
居
住
し
た
。
ベ
ル
リ

ン
の
本
件
住
居
に
は
、
現
在
一
八
歳
の
原
告
ら
の
息
子
だ
け
が
残
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
原
告
ら
の
息
子
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
始
め
た
料
理
人
と
し

て
の
見
習
修
業
を
、
自
己
の
養
成
専
門
教
育
に
と
っ
て
の
利
益
の
観
点
か
ら
、
中
断
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
原
告
・
２
は
、
息
子
の
世
話

と
監
督
の
た
め
に
、
月
に
お
よ
そ
二
回
、
ベ
ル
リ
ン
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
。
原
告
ら
は
、
本
件
訴
え
を
も
っ
て
、
被
告
に
対
し
て
、
本
件
住
居

に
お
け
る
三
つ
の
部
屋
を
二
人
の
転
借
人
に
転
貸
借
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
許
可
を
請
求
し
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
原
告
ら
の
訴
え
を
認
容
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　

②
判
決
理
由

　

地
方
裁
判
所
は
、
賃
借
人
ら
で
あ
る
両
親
が
本
件
住
居
か
ら
転
居
し
、
成
年
で
あ
る
賃
借
人
ら
の
息
子
の
み
が
本
件
住
居
に
と
ど
ま
っ
た
と
い

う
本
件
事
実
関
係
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
原
告
ら
に
は
、
本
件
住
居
の
一
部
を
転
貸
借
す
る
﹁
正
当
な
利
益
﹂
が
欠

け
て
い
た
、
と
判
断
し
、
被
告
の
控
訴
を
認
容
し
た
。

　

﹁
・
・
・
・
本
件
住
居
の
一
部
の
転
貸
借
に
つ
い
て
の
正
当
な
利
益
は
、
次
の
場
合
、
原
則
と
し
て
、
認
め
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
件
転



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集　
　

第
四
五
巻　
　

第
三
・
四
合
併
号
（
二
〇
一
三
年　

三
月
）

一
三

貸
借
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
本
件
住
居
の
残
り
の
部
分
を
自
己
の
生
活
の
中
心
点
と
し
て
賃
借
人
に
維
持
す
る
こ
と
に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
く
、
む
し
ろ
、
本
件
住
居
の
残
り
の
部
分
を
、
他
の
目
的
で
、
た
と
え
ば
、
単
に
一
時
的
な
滞
在
の
た
め
の
比
較
的
安
く
品
質
も
よ
い
泊
ま

る
場
所
と
し
て
、
ま
た
は
、
家
具
の
た
め
の
比
較
的
安
く
品
質
も
よ
い
物
置
部
屋
と
し
て
、
さ
ら
に
引
き
続
い
て
使
用
で
き
る
こ
と
に
役
立
つ
こ

と
に
な
る
場
合
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
の
、
賃
借
人
の
側
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
理
由
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
一

文
に
も
と
づ
く
請
求
権
を
作
動
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
、
法
に
よ
っ
て
正
当
と
認
め
ら
れ
た
理
由
で
は
な
い
。

　

同
じ
こ
と
は
、
原
告
ら
の
息
子
が
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
転
居
す
る
必
要
が
な
い
よ
う
に
、
本
件
住
居
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
原
告
ら
の

利
益
に
妥
当
す
る
。
確
か
に
、
こ
の
よ
う
な
利
益
は
、
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
一
文
の
意
味
に
お
け
る
法
的
な
重
要
さ

は
、
原
告
ら
の
息
子
に
帰
属
し
な
い
。
と
い
う
の
は
、
原
告
ら
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
へ
の
転
居
に
よ
っ
て
、
家
族
の
き
ず
な
は
、
そ
れ
が
子
供
に
対
す

る
両
親
の
場
所
的
な
近
さ
に
依
拠
す
る
限
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
引
き
裂
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
原
告
ら
の
息
子
は
、
成
年
で

あ
り
、
そ
の
理
由
で
、
法
律
上
、
も
は
や
監
督
の
必
要
が
な
い
。
原
告
ら
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
あ
り
得
る
と
こ
ろ
の
息
子
に
対
す
る
扶
養
義
務

を
、
対
応
し
た
よ
り
狭
い
住
居
を
賃
借
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
告
ら
は
、
現
在
な
お
原
告
ら
に
よ
っ
て
賃
借
さ

れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
六
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
を
、
原
告
ら
の
扶
養
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
、
必
要
と
は
し
な
い
︶
17
︵

﹂
。

　

３　

第
三
に
、
賃
借
人
は
、
具
体
的
な
人
に
関
係
し
な
い
と
こ
ろ
の
一
般
的
な
転
貸
借
の
許
可
の
付
与
に
対
す
る
請
求
権
を
、
原
則
と
し
て
、

有
し
な
い
、
す
な
わ
ち
、
転
借
人
は
、
原
則
と
し
て
、
指
名
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
の
基
本
と
な
る
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
は
、
ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
九
二
年
六
月
一
一
日
決
定
で
あ
る
︶
18
︵

。



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
一
）

一
四

　

︻
３
︼
ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
九
二
年
六
月
一
一
日
決
定︶

19
︵

　

①
事
案
の
概
要
と
経
緯

　

被
告
ら
は
、
二
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
を
原
告
に
賃
貸
し
て
い
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
時
に
、
原
告
は
、
職

業
に
従
事
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
じ
め
て
、
上
級
図
書
館
員
の
た
め
の
試
補
見
習
を
始
め
た
。
当
該
養
成
専
門
教
育
に
お
い
て
、
一
九
九
一
年

一
〇
月
一
日
か
ら
一
九
九
二
年
九
月
三
〇
日
ま
で
の
期
間
で
、
Ｋ
に
所
在
す
る
図
書
館
制
度
専
門
大
学
に
お
け
る
理
論
的
な
養
成
専
門
教
育
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
原
告
は
、
当
該
養
成
専
門
教
育
の
終
了
後
、
再
び
、
ベ
ル
リ
ン
へ
戻
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
原
告
は
、
被
告
ら
に
対
し

て
、
書
面
を
も
っ
て
、
一
年
間
に
期
限
づ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
本
件
住
居
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
部
屋
の
転
貸
借
を
許
可
す
る
よ
う
に
請
求
し
た

が
、
そ
の
後
、
転
貸
借
の
許
可
の
付
与
を
請
求
し
て
本
件
訴
え
を
提
起
し
た
。
被
告
ら
は
、
具
体
的
な
人
に
関
係
し
な
い
と
こ
ろ
の
一
般
的
な
転

貸
借
の
許
可
の
付
与
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
主
張
し
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
原
告
の
訴
え
を
認
容
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
。
地
方
裁
判
所
は
、
原
則
的
な
意
義

を
顧
慮
し
て
、
上
級
地
方
裁
判
所
に
本
件
法
的
問
題
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

②
決
定
理
由

　

上
級
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
﹁
住
居
の
賃
借
人
は
、
具
体
的
な
人
に
関
係
し
な
い
と
こ
ろ
の
一
般
的
な
転
貸
借

の
許
可
の
付
与
に
対
す
る
請
求
権
を
有
し
な
い
︶
20
︵

﹂
、
と
判
断
し
た
。

　

﹁
・
・
・
・
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
一
文
前
段
に
よ
る
と
、
住
居
の
賃
借
人
の
た
め
に
、
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
後
、
住
居
の
一
部
を
第
三
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第
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・
四
合
併
号
（
二
〇
一
三
年　

三
月
）

一
五

者
の
使
用
に
委
譲
す
る
正
当
な
利
益
が
生
じ
た
場
合
、
賃
借
人
は
、
賃
貸
人
に
対
し
て
、
そ
の
た
め
の
許
可
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
﹃
こ
の
こ
と
は
妥
当
し
な
い
﹄
と
い
う
文
言
を
も
っ
て
始
ま
る
と
こ
ろ
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
一
文
後
段
が
、
無
視
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
。
こ
の
規
定
は
、
そ
の
第
三
者
に
重
大
な
事
由
が
存
在
す
る
場
合
、
そ
の
住
居
に
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
る
場
合
、
さ
ら
に
ま
た
、
そ

の
委
譲
が
賃
貸
人
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
賃
借
人
は
、
こ
の
許
可
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
賃
借
人

は
、
賃
貸
人
に
対
す
る
請
求
権
を
有
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
一
文
の
文
言
全
体
か
ら
、
賃
借
人
は
、

賃
貸
人
に
対
し
て
、
正
当
な
利
益
が
存
在
す
る
場
合
に
も
、
一
般
的
な
転
貸
借
の
許
可
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
結
果
と
し
て
生
じ

る
。
立
法
者
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
表
現
か
ら
、
説
得
力
を
も
っ
て
、
転
借
人
と
な
る
第
三
者
は
、
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
を
賃
借
人
が
請
求
す
る

場
合
、
指
名
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
の
み
、
賃
借
人
が
賃
貸
人
に
対
し
て
転

貸
借
の
た
め
の
許
可
を
請
求
で
き
る
か
ど
う
か
、
ま
た
は
、
当
該
第
三
者
に
、
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
を
拒
絶
す
る
権
限
を
賃
貸
人
に
付
与
す
る

重
大
な
事
由
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
、
賃
貸
人
に
よ
っ
て
、
検
討
さ
れ
、
確
認
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
し
て

の
み
、
裁
判
所
は
、
訴
訟
と
な
っ
た
場
合
、
賃
借
人
が
許
可
の
付
与
に
対
す
る
請
求
権
を
有
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
あ
る
︶
21
︵

﹂
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
九
二
年
六
月
一
一
日
決
定
に
よ
る
と
、
賃
借
人
が
転
貸
借
の
許
可
の
付
与
を
賃
貸
人
に
請

求
す
る
場
合
、
賃
借
人
は
、
原
則
と
し
て
、
転
貸
借
の
具
体
的
な
希
望
者
を
指
名
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
解
釈
は
、
転
貸
借
の
許
可
が
賃
貸
人
に
よ
っ
て
拒
絶
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
賃
借
人
の
解
約
告
知
を
め
ぐ
る
裁
判
例
、
す
な
わ
ち
、
Ｂ
Ｇ



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
一
）

一
六

Ｂ
五
四
〇
条
一
項
二
文
に
関
す
る
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
前
提
と
さ
れ
て
い
る
︶
22
︵

。

　

と
こ
ろ
で
、
賃
借
人
が
賃
貸
人
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
転
借
人
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
は
、
不

必
要
な
い
し
過
度
な
要
求
を
賃
借
人
に
課
さ
な
い
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
一
二
月
二
〇
日
判
決
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

︻
４
︼
ハ
ン
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
一
二
月
二
〇
日
判
決︶

23
︵

　

①
事
案
の
概
要
と
経
緯

　

原
告
は
、
被
告
ら
が
所
有
し
て
い
た
建
物
に
所
在
す
る
本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
が
、
賃
貸
人
で
あ
っ
た
被
告
ら
に
、
将
来
の
転
借
人
の

名
前
、
生
年
月
日
、
お
よ
び
、
職
業
を
通
知
し
て
、
本
件
住
居
の
一
部
の
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
請
求
し
た
。
被
告
ら
は
、
将
来
の
転

借
人
の
出
生
地
、
登
録
住
所
、
お
よ
び
、
収
入
が
通
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
本
件
転
貸
借
の
許
可
の
付
与
を
拒
絶
し
た
。

そ
こ
で
、
原
告
は
、
本
件
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
請
求
し
て
本
件
訴
え
を
提
起
し
た
。

　

②
判
決
理
由

　

控
訴
審
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
﹁
被
告
ら
は
、
本
件
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
、
（
将
来

の
転
借
人
の
）
出
生
地
、
最
終
の
登
録
住
所
、
お
よ
び
、
収
入
証
明
の
よ
う
な
、
そ
れ
以
外
の
申
立
て
に
従
属
さ
せ
る
権
限
は
な
い
︶
24
︵

﹂
、
と
結
論

づ
け
、
原
告
の
訴
え
を
認
容
し
た
。

　

﹁
・
・
・
・
確
か
に
、
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
賃
貸
人
に
要
求
で
き
な
く
し
、
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
拒
絶
す
る
権
限
を
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一
七

賃
貸
人
に
与
え
る
と
こ
ろ
の
重
大
な
事
由
が
転
借
人
に
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
賃
貸
人
に
、
原
則
と
し
て
、
可
能
と
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賃
貸
人
は
、
そ
の
た
め
に
、
転
借
人
に
関
す
る
具
体
的
な
申
立
て
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
賃
貸
人
は
、
新
た
な
賃
貸

借
の
場
合
に
も
、
通
常
、
か
つ
、
許
容
し
う
る
や
り
方
で
立
て
ら
れ
う
る
と
こ
ろ
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
・
・
・
・
賃
借
人
の
私
的
な
・
ご
く
個
人
的
な
領
域
へ
の
不
法
な
介
入
を
意
味
せ
ず
、
差
別
待
遇
の
禁
止
に
違
反
せ
ず
、
そ
れ
ら
の
問
い
に

答
え
る
こ
と
に
つ
き
、
賃
貸
人
が
、
使
用
賃
貸
借
関
係
の
設
定
前
に
、
正
当
な
、
正
当
と
認
め
る
に
値
す
る
、
か
つ
、
保
護
に
値
す
る
利
益
を
有

す
る
と
こ
ろ
の
問
い
だ
け
が
許
容
し
う
る
。
転
貸
借
関
係
の
設
定
に
の
み
か
か
わ
る
限
り
で
は
、
転
借
人
に
関
す
る
問
い
に
つ
い
て
の
賃
貸
人
の

正
当
な
利
益
に
つ
い
て
、
特
に
厳
格
な
要
求
が
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
場
合
、
賃
貸
人
と
転
借
人
と
の
間
に
は
契

約
関
係
は
存
在
し
な
い
し
、
賃
借
人
は
、
転
借
人
の
契
約
違
反
に
責
任
を
負
い
、
賃
貸
人
の
支
払
い
請
求
の
債
務
者
で
も
あ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
則
は
、
本
件
に
適
用
さ
れ
て
、
次
の
よ
う
な
結
論
に
至
る
。

　

転
借
人
の
出
生
地
に
つ
い
て
の
問
い
は
、
許
容
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
被
告
ら
は
、
こ
れ
ら
の
申
立
て
に
つ
い
て
、
正
当
な
利
益
を
有
し

な
い
か
ら
で
あ
る
。
出
生
地
の
通
知
は
、
明
ら
か
に
、
使
用
賃
貸
借
関
係
の
設
定
と
の
実
質
的
な
関
係
は
な
い
。

　

転
借
人
の
最
終
の
登
録
住
所
に
つ
い
て
の
問
い
は
、
同
じ
く
、
許
容
で
き
な
い
。
被
告
ら
が
、
こ
れ
ら
の
申
立
て
を
も
と
に
し
て
、
転
借
人
が

そ
の
つ
ど
き
ち
ん
と
届
出
義
務
を
履
行
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
を
検
討
し
た
い
限
り
で
は
、
正
当
な
利
益
は
、
す
で
に
事
柄
と
の
関
連
を
欠
い

て
い
る
た
め
に
、
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

被
告
ら
が
、
こ
れ
ら
の
申
立
て
を
助
け
に
し
て
、
以
前
の
使
用
賃
貸
借
関
係
が
い
か
な
る
理
由
か
ら
終
了
し
た
の
か
と
い
う
点
を
知
り
た
い
限

り
で
は
、
確
か
に
、
事
柄
と
の
関
連
は
存
在
す
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
問
い
に
答
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
被
告
ら
の
正
当
な
利
益
は
存
在



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
一
）

一
八

し
な
い
。
と
い
う
の
は
、
相
互
の
利
益
の
比
較
衡
量
が
、
転
借
人
の
私
的
な
・
ご
く
個
人
的
な
領
域
の
保
護
に
、
賃
貸
人
の
経
済
的
な
利
益
に
対

す
る
優
位
を
認
め
る
こ
と
を
命
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
被
告
ら
は
、
転
借
人
の
収
入
証
明
を
要
求
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
被
告
ら
の
契
約
当
事
者
、
お
よ
び
、
賃
料
支
払
い
義
務
の
債
務

者
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
賃
借
人
で
あ
る
か
ら
に
は
、
被
告
ら
は
、
支
払
い
能
力
の
高
い
転
借
人
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
法
的
な
利
益

を
有
し
な
い
。
転
借
人
の
支
払
い
能
力
は
、
賃
借
人
の
単
独
の
危
険
で
あ
る
︶
25
︵

﹂
。

　

ま
た
、
事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
七
日
判
決
︶
26
︵

は
、
賃
借
人
が
伴
侶
を
賃
借
住
居
に

受
け
入
れ
た
い
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
﹁
賃
借
住
居
に
伴
侶
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
、
転
貸
借
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
。
転
借
人
な
い
し
伴

侶
に
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
事
由
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
許
可
を
拒
絶
し
、
ま
た
は
、
そ
の
許
可
を
付
与
す
る
可
能
性
が
賃
貸
人
に
与
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
当
該
伴
侶
に
関
す
る
情
報
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
点
で
は
、
伴
侶
の
場
合
、
そ
の
身
元
を
確
か
め
る
た
め
に
、
完
全
な
名
前
の

申
立
て
で
十
分
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
す
で
に
、
賃
貸
人
は
、
そ
の
許
可
を
拒
絶
す
る
こ
と
を
根
拠
づ
け
る
重
大
な
事
由
が
当
該
伴
侶
に
存
在
す

る
か
ど
う
か
と
い
う
点
を
検
討
で
き
る
状
況
に
あ
る
︶
27
︵

﹂
、
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

二　

賃
借
人
の
「
正
当
な
利
益
」
を
め
ぐ
る
裁
判
例

　

１　

基
本
と
な
る
裁
判
例
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一
九

　

次
に
、
こ
こ
か
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
三
条
一
項
一
文
に
お
け
る
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
を
め
ぐ
る
裁
判
例
を
具
体
的
に
考
察
し
て
い
く
こ

と
に
す
る
が
、
は
じ
め
に
、
こ
こ
で
は
、
基
本
と
な
る
裁
判
例
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
三
条
一
項
一
文
に
お
け
る
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
の
解
釈
・
適
用
を
め
ぐ
る
裁
判
例
に
お
い
て
、
そ
の
基
本
と
な
る
裁
判
例

は
、
以
下
に
お
い
て
考
察
す
る
と
こ
ろ
の
、
ハ
ム
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
八
二
年
八
月
一
七
日
決
定
、
お
よ
び
、
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
八
四
年

一
〇
月
三
日
決
定
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

︻
５
︼
ハ
ム
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
八
二
年
八
月
一
七
日
決
定
︶
28
︵

 

　

①
事
案
の
概
要
と
経
緯

　

本
決
定
は
、
地
方
裁
判
所
か
ら
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
次
の
法
的
問
題
に
対
し
て
、
ハ
ム
上
級
地
方
裁
判
所
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
決
定
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
﹁
１　

住
居
の
一
部
の
使
用
が
転
貸
借
の
方
法
で
第
三
者
に
委
譲
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
賃
借
人
の
家
族
構
成
員
で
は
な
い
第
三

者
が
、
そ
の
住
居
の
独
立
し
て
い
な
い
共
同
使
用
の
た
め
に
、
賃
借
人
に
よ
っ
て
、
継
続
し
て
そ
の
世
帯
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
場
合
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

五
四
九
条
二
項
が
、
準
用
し
て
、
ま
た
は
、
解
釈
の
方
法
で
、
直
接
的
に
適
用
さ
れ
う
る
か
。

　

２　

１
の
問
題
が
肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

　

賃
借
人
が
、
自
己
の
人
生
形
成
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
個
人
的
・
経
済
的
な
理
由
か
ら
、
第
三
者
と
と
も
に
、
継
続
し
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
住

居
共
同
体
を
築
き
た
い
場
合
、
賃
借
人
は
、
す
で
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
に
も
と
づ
い
て
、
第
三
者
の
受
入
れ
の
た
め
の
正
当
な
利
益
を
有



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
一
）

二
〇

し
て
い
る
か
︶
29
︵

﹂
、
と
い
う
法
的
問
題
で
あ
っ
た
。

　

本
決
定
は
、
結
論
と
し
て
、
右
の
二
つ
の
法
的
問
題
の
い
ず
れ
を
も
肯
定
し
た
が
、
本
稿
の
課
題
と
の
関
係
か
ら
は
、
２
の
法
的
問
題
に
関
す

る
決
定
の
み
を
考
察
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
。

　

②
決
定
理
由

　

上
級
地
方
裁
判
所
は
、
２
の
法
的
問
題
に
関
し
て
、
﹁
個
人
的
ま
た
は
経
済
的
な
理
由
か
ら
継
続
し
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
住
居
共
同
体
を
形
成

す
る
こ
と
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
の
意
味
に
お
け
る
正
当
な
利
益
を
基
礎
づ
け
る
︶
30
︵

﹂
、
と
い
う
結
論
を
導
き
出
す
に
あ
た
り
、
賃
借
人
の

﹁
正
当
な
利
益
﹂
と
い
う
概
念
の
解
釈
に
つ
い
て
、
基
本
と
な
る
い
く
つ
か
の
こ
と
が
ら
を
論
じ
た
。
上
級
地
方
裁
判
所
の
関
係
す
る
論
述
を
た

ど
っ
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

は
じ
め
に
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
と
い
う
概
念
は
、
広
く
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
理
解
で

き
、
筋
の
通
っ
た
あ
ら
ゆ
る
理
由
が
、
﹁
正
当
な
利
益
﹂
に
あ
た
る
、
と
論
じ
た
。
そ
し
て
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
の
根
拠

を
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
四
九
条
二
項
の
成
立
史
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
る
。

　

﹁
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
い
て
定
義
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
正
当
な
利
益
と
い
う
概
念
は
、
広
く
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
解
で
き
、
筋
の

通
っ
た
あ
ら
ゆ
る
理
由
が
、
正
当
な
利
益
に
含
ま
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
賃
貸
人
が
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
の
・
・
・
・
除
外

事
由
は
別
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
の
文
言
か
ら
も
、
そ
の
体
系
的
な
組
み
込
み
か
ら
も
、
ど
う
い
う
場
合
に
正
当
な
利
益
が
受
け
入
れ
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
問
題
に
答
え
る
た
め
の
明
確
な
根
拠
は
生
じ
な
い
。
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二
一

　

し
か
し
、
す
で
に
、
当
該
規
範
の
成
立
史
が
、
正
当
な
利
益
に
対
し
て
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
求
を
過
度
に
緊
張
さ
せ
な
い
こ
と
に

有
利
な
材
料
を
提
供
す
る
。
政
府
草
案
が
、
な
お
、
﹃
差
し
迫
っ
た
﹄
利
益
を
要
求
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
法
務
委
員
会
は
、
﹃
正
当
な
﹄
利

益
と
い
う
定
式
に
変
え
た
の
で
あ
る
︶
31
︵

﹂
。

　

次
に
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
の
事
案
に
即
し
て
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
と
い
う
概
念
に
あ
て
は
ま
る
場
合
を
少
し
具
体
化
し
て

示
し
た
。
本
件
は
、
賃
借
人
が
第
三
者
と
継
続
し
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
住
居
共
同
体
を
築
き
た
い
と
い
う
事
案
で
あ
っ
た
が
、
上
級
地
方
裁
判
所

は
、
経
済
的
な
理
由
に
も
と
づ
い
て
賃
借
人
が
第
三
者
と
住
居
共
同
体
を
形
成
し
た
い
場
合
の
み
な
ら
ず
、
賃
借
人
が
個
人
的
な
理
由
や
必
要
性

か
ら
第
三
者
と
住
居
共
同
体
を
形
成
し
た
い
場
合
に
も
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
は
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
論
じ
た
。
そ
し
て
、

上
級
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
の
根
拠
を
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
四
九
条
二
項
の
意
味
・
目
的
、
す
な
わ
ち
、
住
居
の
賃
借
人
に
と
っ
て
有
利

な
結
果
に
な
る
よ
う
に
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
四
九
条
一
項
の
規
整
︶
32
︵

に
対
す
る
調
整
を
作
り
出
す
と
い
う
点
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う

な
論
述
で
あ
る
。

　

﹁
歴
史
的
な
立
法
者
の
﹃
第
一
草
案
理
由
書
﹄
に
お
け
る
考
慮
は
、
か
つ
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
経
済
的
な
考
慮
が
賃
借
人
を
動
か
し
て
住
居

共
同
体
を
形
成
さ
せ
た
場
合
、
第
三
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て
の
正
当
な
利
益
を
あ
り
う
る
こ
と
と
考
え
る
こ
と
に
至
っ
た
。
立
法
者
は
、
当
該
規

定
の
形
成
に
際
し
て
、
特
に
、
転
貸
借
に
よ
っ
て
自
己
の
収
入
を
改
善
す
る
こ
と
を
賃
借
人
に
可
能
に
す
る
と
い
う
意
図
を
追
求
し
た
。
本
件
の

問
題
に
し
た
が
う
と
、
賃
借
人
が
住
居
共
同
体
を
形
成
す
る
た
め
に
当
該
住
居
全
体
に
第
三
者
を
受
け
入
れ
、
当
該
第
三
者
が
、
本
件
の
よ
う
に
、

賃
料
と
い
う
費
用
に
内
部
的
に
協
力
す
る
場
合
、
同
じ
結
果
に
な
る
。

　

し
か
し
、
住
居
共
同
体
を
形
成
す
る
個
人
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
も
正
当
な
利
益
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
以
上
の
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
一
）

二
二

と
い
う
の
は
、
賃
借
人
の
収
入
源
を
高
め
る
こ
と
は
、
立
法
者
の
唯
一
の
意
図
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
住
居
共
同
体
を
形
成
す
る
個
人
的

な
理
由
が
あ
る
場
合
に
も
正
当
な
利
益
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
の
意
味
・
目
的
と
い
う
観
点
の
も
と
で
も
結
果
と
し
て

生
じ
る
。

　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
の
意
味
・
目
的
は
、
住
居
の
賃
借
人
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
一
項
の
規
整
に
対
す

る
調
整
を
作
り
出
す
と
い
う
点
に
あ
る
。
法
律
上
の
意
図
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
一
項
に
お
け
る
と
異
な
っ
て
、
ま
さ
し
く
、
主
と
し
て
、
賃
貸

人
の
利
益
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
賃
借
人
の
利
益
を
前
面
に
立
て
て
い
る
。

　

賃
借
人
が
、
自
己
の
個
人
的
な
人
生
形
成
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
将
来
、
も
は
や
ひ
と
り
で
は
な
く
、
他
の
人
々
と
一
緒
に
生
活
す
る
と
い
う

願
望
を
有
す
る
場
合
に
も
、
そ
の
よ
う
な
利
益
は
、
常
に
、
正
当
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
︶
33
︵

﹂
。

　

続
い
て
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
と
い
う
概
念
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
、
さ
ら
に
制
限
的
な
何
ら
か
の
要
件
が
立
て

ら
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
賃
借
人
が
個
人
的
な
必
要
性
か
ら
第
三
者
と
住
居
共
同
体
を
形
成
し
た
い
と
い
う
事
案
に

お
い
て
、
住
居
の
交
替
が
賃
借
人
に
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
住
居
の
交
替
は
、
賃
借
人
に
、
時
間
的
・
経
済
的
な
負
担

や
代
替
住
居
を
探
す
こ
と
の
困
難
さ
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
、
人
道
的
な
理
由
か
ら
も
要
求
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
、
と
論
じ
た
。
す

な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
る
。

　

﹁
こ
の
よ
う
な
利
益
の
正
当
さ
は
、
必
然
的
に
、
た
と
え
ば
、
収
入
の
低
下
、
家
族
構
成
員
の
転
居
等
の
よ
う
に
、
賃
借
人
が
そ
れ
に
対
し
て

影
響
を
持
た
な
い
か
、
ま
た
は
、
限
定
さ
れ
た
影
響
の
み
を
持
つ
と
こ
ろ
の
、
環
境
の
事
実
上
の
変
化
の
場
合
に
は
じ
め
て
肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
制
限
的
な
要
件
を
立
て
る
こ
と
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
い
て
、
根
拠
を
見
い
出
さ
な
い
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
主
張



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集　
　

第
四
五
巻　
　

第
三
・
四
合
併
号
（
二
〇
一
三
年　

三
月
）

二
三

さ
れ
た
と
こ
ろ
の
賃
借
人
の
正
当
な
利
益
は
、
当
該
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
後
に
は
じ
め
て
生
じ
た
こ
と
だ
け
を
要
求
し
て
い
る
。
賃
借
人
の

正
当
な
利
益
を
正
当
と
認
め
る
こ
と
に
お
い
て
、
さ
ら
に
原
則
的
な
制
限
を
加
え
る
こ
と
は
、
こ
と
が
ら
に
適
合
し
て
も
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
賃
借
人
は
、
単
に
、
情
緒
的
ま
た
は
個
人
的
な
必
要
性
が
賃
借
人
を
動
か
し
て
住
居
共
同
体
を
形
成
さ
せ
た
事
案
に
お
い
て
、

住
居
の
交
替
を
指
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
か
ら
、
賃
借
人
に
要
求
で
き
な
い
。
一
方
に
お
い
て
、
転
居
は
、
通
常
、
必
然
的
に
、
純
粋
な
転

居
費
用
、
な
ら
び
に
、
修
繕
費
用
と
い
う
形
態
に
お
い
て
、
著
し
い
時
間
的
・
経
済
的
な
負
担
を
と
も
な
う
。
そ
れ
に
加
え
て
、
比
較
し
う
る
条

件
で
の
新
た
な
住
居
を
探
す
こ
と
は
、
経
験
上
、
特
に
、
人
口
集
中
地
域
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
、
非
常
に
困
難
に
展
開
す
る
。
最
後
に
、
使
用

賃
貸
借
法
に
お
い
て
常
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
、
一
般
的
な
人
道
的
理
由
も
ま
た
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
お
け
る
住
居
の
交
替

の
要
求
可
能
性
と
対
立
し
て
い
る
。
賃
借
人
は
、
古
く
か
ら
の
環
境
を
熟
知
し
て
い
る
し
、
近
所
の
人
々
と
の
交
友
範
囲
が
展
開
し
、
当
該
住
居

に
お
い
て
我
が
家
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
は
、
賃
借
人
が
、
新
た
な
環
境
に
な
じ
む
こ
と
が
特
に
困
難
で
あ
る
と
こ

ろ
の
、
よ
り
高
齢
の
人
で
あ
る
場
合
、
な
お
、
強
く
な
る
の
で
あ
る
︶
34
︵

﹂
。

　

最
後
に
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
と
い
う
概
念
の
解
釈
に
対
し
て
、
基
本
法
二
条
一
項
︶
35
︵

と
関
連
す
る
基
本
法
一
条

一
項
一
文
︶
36
︵

に
も
と
づ
い
て
、
自
己
の
人
格
の
自
由
な
展
開
に
対
す
る
賃
借
人
の
基
本
権
が
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　

﹁
こ
の
よ
う
な
結
論
は
、
最
後
に
、
憲
法
が
、
特
に
、
そ
の
基
本
権
の
部
分
に
お
い
て
、
使
用
賃
貸
借
法
の
規
定
の
解
釈
に
対
し
て
立
て
て
い

る
と
こ
ろ
の
要
求
に
も
対
応
す
る
。

　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
の
主
と
し
て
賃
借
人
を
保
護
す
る
傾
向
は
、
基
本
法
二
条
一
項
と
関
連
す
る
基
本
法
一
条
一
項
一
文
に
も
と
づ
い
て
、



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
一
）

二
四

自
己
の
人
格
の
自
由
な
展
開
に
対
す
る
賃
借
人
の
基
本
権
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

・
・
・
・

　

賃
借
人
の
私
的
な
領
域
は
、
私
的
な
・
家
庭
的
な
領
域
に
お
け
る
賃
借
人
の
生
活
を
含
む
。
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
こ
の
よ

う
な
自
由
の
領
域
は
、
賃
借
人
が
、
あ
る
共
同
体
に
お
い
て
、
誰
と
一
緒
に
生
活
し
、
誰
と
一
緒
に
居
住
し
た
い
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
ひ

と
り
で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
侵
害
さ
れ
て
い
る
︶
37
︵

﹂
。

　

︻
６
︼
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
八
四
年
一
〇
月
三
日
決
定
︶
38
︵

 

　

①
事
案
の
概
要
と
経
緯

　

原
告
は
、
被
告
と
締
結
し
た
と
こ
ろ
の
一
九
八
一
年
八
月
二
〇
日
付
け
の
使
用
賃
貸
借
契
約
に
も
と
づ
い
て
、
被
告
が
所
有
し
て
い
た
本
件
建

物
に
所
在
す
る
、
お
よ
そ
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
六
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
を
賃
借
し
て
い
た
。
本
件
使
用
賃
貸

借
契
約
に
よ
る
と
、
原
告
の
当
時
の
伴
侶
で
あ
っ
た
Ｗ
博
士
を
転
借
人
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
原
告
に
許
容
さ
れ
て
い
た
が
、
原
告
は
、
Ｗ

博
士
と
別
れ
た
後
、
新
た
な
伴
侶
・
Ｋ
を
本
件
住
居
に
受
け
入
れ
た
。
さ
ら
に
、
原
告
は
、
弁
護
士
・
Ｒ
、
お
よ
び
、
勤
め
人
・
Ｐ
と
住
居
共
同

体
を
形
成
し
た
。
原
告
の
申
立
て
に
よ
る
と
、
Ｒ
は
一
九
八
二
年
四
月
一
日
に
、
Ｐ
は
一
九
八
二
年
八
月
一
日
に
、
本
件
住
居
に
所
在
す
る
と
こ

ろ
の
相
並
ん
だ
二
つ
の
部
屋
に
入
居
し
た
。
原
告
は
、
被
告
に
対
し
て
、
ひ
と
つ
の
部
屋
ず
つ
を
、
弁
護
士
・
Ｒ
、
お
よ
び
、
勤
め
人
・
Ｐ
に
転

貸
借
す
る
た
め
の
許
可
を
請
求
し
た
。
原
告
は
、
本
件
転
貸
借
は
原
告
に
と
っ
て
経
済
的
な
必
要
性
を
意
味
す
る
、
と
申
し
立
て
た
。
と
い
う
の

は
、
Ｗ
博
士
の
転
出
ま
で
は
、
Ｗ
博
士
が
賃
料
の
本
質
的
な
部
分
を
引
き
受
け
て
い
た
が
、
原
告
の
現
在
の
伴
侶
は
、
収
入
の
な
い
学
生
と
し
て
、
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二
五

そ
の
よ
う
な
状
況
に
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
本
件
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
請
求
し
た
原
告
の
訴
え
を
棄
却
し
た
が
、
原
告
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
。
控
訴

審
に
お
い
て
、
原
告
は
、
原
告
自
身
の
経
済
的
状
態
、
お
よ
び
、
原
告
の
現
在
の
伴
侶
の
経
済
的
状
態
が
そ
の
間
に
明
ら
か
に
改
善
さ
れ
た
後
、

次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

　

Ｗ
博
士
と
の
生
活
共
同
体
に
お
け
る
経
験
に
も
と
づ
い
て
、
原
告
は
、
婚
姻
ま
た
は
婚
姻
に
よ
ら
な
い
生
活
共
同
体
で
﹁
二
人
だ
け
の
水
入
ら

ず
の
生
活
に
お
い
て
﹂
伴
侶
と
同
居
す
る
こ
と
は
、
原
告
に
と
っ
て
、
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
い
と
い
う
確
信
に
達
し
た
。
原
告
は
、
他
の
人
々
と
の

同
居
に
お
い
て
さ
ら
に
進
ん
だ
社
会
的
な
意
見
交
換
を
経
験
す
る
こ
と
が
、
原
告
の
人
生
形
成
の
た
め
に
本
質
的
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
原

告
に
と
っ
て
、
他
の
人
々
と
共
同
し
て
自
己
の
人
生
を
形
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
あ
る
住
居
に
空
間
的
に
同
居
す
る
こ
と
は
、

継
続
的
な
経
験
の
交
換
を
可
能
に
し
、
そ
こ
に
は
、
特
に
、
職
業
的
な
経
験
も
属
し
た
。
そ
の
こ
と
を
超
え
て
、
自
由
な
時
間
に
共
同
の
利
益
を

追
求
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
四
人
の
居
住
者
の
す
べ
て
が
、
少
な
く
と
も
、
ひ
と
つ
の
自
ら
の
部
屋
を
持
っ
て
い
た
。
ひ
と
つ
の
空
間
、
な

ら
び
に
、
台
所
、
浴
室
、
お
よ
び
、
ト
イ
レ
は
、
す
べ
て
の
居
住
者
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
居
室
は
、
同
居
者
が
所
有
す
る
家
具

を
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
一
部
は
、
家
具
も
共
同
で
購
入
さ
れ
た
。
家
計
の
費
用
は
、
共
同
で
負
担
さ
れ
た
。
食
料
品
は
、
共
同
の
消
費
の
た

め
に
調
達
さ
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
原
告
の
主
張
に
も
と
づ
い
て
、
当
事
者
は
、
継
続
し
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
住
居
共
同
体
を
形
成
す
る
た
め
に
本
件
住
居
に
さ
ら

な
る
人
々
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
原
告
の
決
心
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
四
九
条
二
項
の
意
味
に
お
け
る
﹁
正
当
な
利
益
﹂
と
考
え
ら
れ
う
る
か
ど
う
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
争
っ
た
。
控
訴
審
裁
判
所
は
、
こ
の
問
題
を
否
定
し
た
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
ハ
ム
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
八
二
年
八
月



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
一
）

二
六

一
七
日
決
定
（
裁
判
例
︻
５
︼
）
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
を
否
定
す
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
、
と
判
断
し
た
。
そ
こ
で
、
控
訴
審
裁
判
所
は
、

ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
に
次
の
法
的
問
題
を
提
出
し
た
。

　

﹁
賃
借
人
が
、
自
己
の
人
生
形
成
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
個
人
的
な
理
由
か
ら
、
第
三
者
と
と
も
に
、
賃
借
人
の
主
張
に
よ
る
と
、
継
続
し
て

基
礎
づ
け
ら
れ
た
住
居
共
同
体
を
築
き
た
い
場
合
、
賃
借
人
は
、
す
で
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
に
も
と
づ
い
て
、
第
三
者
の
受
入
れ
の
た
め

の
正
当
な
利
益
を
有
し
て
い
る
か
︶
39
︵

﹂
。

　

ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
一
九
八
四
年
一
月
一
九
日
決
定
︶
40
︵

を
も
っ
て
、
本
件
を
連
邦
通
常
裁
判
所
に
提
出
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方

裁
判
所
は
、
地
方
裁
判
所
の
見
解
に
与
し
、
ハ
ム
上
級
地
方
裁
判
所
の
決
定
に
お
け
る
定
式
化
に
準
拠
し
て
、
提
出
さ
れ
た
法
的
問
題
を
次
の
よ

う
に
新
た
に
表
現
し
た
。

　

﹁
賃
借
人
が
、
自
己
の
人
生
形
成
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
個
人
的
な
理
由
か
ら
、
第
三
者
と
と
も
に
、
継
続
し
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
住
居
共
同

体
を
築
き
た
い
場
合
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
一
文
後
段
に
も
と
づ
く
要
求
不
可
能
性
と
い
う
観
点
か
ら
場
合
に
よ
っ
て
は
あ
り
得
る
賃
貸
人
の

抗
弁
は
別
と
し
て
、
賃
借
人
は
、
す
で
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
の
意
味
に
お
け
る
当
該
賃
借
住
居
へ
の
第
三
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て
の
正
当

な
利
益
を
有
し
て
い
る
か
。
そ
の
際
、
当
該
第
三
者
に
お
い
て
、
同
性
の
人
々
が
問
題
で
あ
る
か
、
ま
た
は
、
異
性
の
人
々
が
問
題
で
あ
る
か
は

ど
う
で
も
よ
い
︶
41
︵

﹂
。

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
連
邦
通
常
裁
判
所
へ
の
本
件
法
的
問
題
の
提
出
は
許
容
さ
れ
る
、
と

判
断
し
た
。

　

﹁
原
告
が
経
済
的
な
理
由
か
ら
転
貸
借
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
第
一
審
の
申
立
て
を
控
訴
審
に
お
い
て
放
棄
し
た
後
、
本
件
法
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二
〇
一
三
年　

三
月
）

二
七

的
争
い
の
決
定
の
た
め
に
は
、
第
三
者
と
住
居
共
同
体
を
形
成
す
る
と
い
う
今
や
も
っ
ぱ
ら
個
人
的
な
理
由
を
も
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
た
賃
借
人

の
願
望
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
の
意
味
に
お
け
る
正
当
な
利
益
と
考
え
ら
れ
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
、
本
質
的
に
重
要
で
あ
る
。
ハ
ム

上
級
地
方
裁
判
所
は
、
一
九
八
二
年
八
月
一
七
日
の
決
定
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
理
由
づ
け
を
、
正
当
な
利
益
の
承
認
の
た
め
に
十
分
な
も
の

で
あ
る
、
と
考
え
た
。
ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
確
か
に
、
こ
の
こ
と
を
原
則
と
し
て
否
定
し
た
く
は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
正
当
な

利
益
の
存
在
の
た
め
に
、
客
観
化
で
き
る
理
由
の
内
容
的
な
説
明
を
要
求
し
、
す
で
に
こ
の
よ
う
な
関
連
に
お
い
て
、
ハ
ム
上
級
地
方
裁
判
所
と

異
な
っ
て
、
賃
貸
人
の
利
益
も
考
慮
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
に
よ
っ
て
決
定
が
下
さ
れ
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、

二
つ
の
上
級
地
方
裁
判
所
の
決
定
の
相
違
が
存
在
す
る
。

　

ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
問
題
に
お
い
て
は
、
ま
た
、
ひ
と
つ
の
法
的
問
題
が
重
要
で
あ
る
。
確
か
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

五
四
九
条
二
項
一
文
の
意
味
に
お
け
る
﹃
正
当
な
利
益
﹄
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
事
実
審
の
裁
判
官
に
広
範
に
留
保
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
個
々
の
事

案
の
評
価
を
要
求
す
る
。
事
実
の
領
域
に
存
在
す
る
そ
の
よ
う
な
問
題
は
、
決
定
に
な
じ
ま
な
い
。
し
か
し
、
ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
と
ハ

ム
上
級
地
方
裁
判
所
の
異
な
る
見
解
は
、
そ
の
よ
う
な
事
実
の
問
題
に
関
係
し
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
相
違
は
、
そ
の
と
き
ど
き
の
個
々
の
事
案

か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、
﹃
正
当
な
利
益
﹄
と
い
う
概
念
を
満
た
す
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
の
徴
標
の
評
価
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
規
定
の

解
釈
の
問
題
、
そ
れ
と
と
も
に
、
法
的
問
題
が
重
要
で
あ
る
︶
42
︵

﹂
。

　

②
決
定
理
由

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
本
件
法
的
問
題
に
関
し
て
、
要
旨
と
し
て
、
﹁
自
己
の
人
生
形
成
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
個
人
的
な
理
由
か
ら
、
同
性

ま
た
は
異
性
の
第
三
者
と
と
も
に
、
継
続
し
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
住
居
共
同
体
を
形
成
す
る
と
い
う
賃
借
人
の
願
望
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
一
）

二
八

一
文
の
意
味
に
お
け
る
正
当
な
利
益
を
意
味
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
個
々
の
事
案
に
お
け
る
事
実
的
な
理
由
の
説
明
に
依
存
す
る
︶
43
︵

﹂
、
と

論
じ
る
に
あ
た
り
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
と
い
う
概
念
の
解
釈
に
つ
い
て
、
基
本
と
な
る
い
く
つ
か
の
こ
と
が
ら
を
論
じ
た
。
連
邦
通
常

裁
判
所
の
関
係
す
る
論
述
を
た
ど
っ
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

は
じ
め
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
四
九
条
二
項
一
文
の
規
定
を
住
居
使
用
賃
貸
借
法
に
関
す
る
ひ
と
つ
の
例
外
で
あ
る
と
位
置

づ
け
た
う
え
で
、
賃
借
人
が
賃
借
住
居
を
部
分
的
に
他
人
の
使
用
に
委
譲
し
た
い
場
合
に
も
賃
借
人
の
た
め
に
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
を
維
持
す

る
と
い
う
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
四
九
条
二
項
一
文
の
規
整
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
よ
う
な
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
目
的
が
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
と
い

う
概
念
の
解
釈
、
お
よ
び
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
と
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
と
の
関
係
を
決
定
す
る
、
と
論
じ
た
。
す

な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
る
。

　

﹁
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
一
項
に
よ
る
と
、
賃
借
人
は
、
賃
貸
人
の
許
可
な
し
に
、
原
則
と
し
て
、
賃
借
物
の
使
用
を
第
三
者
に
委
譲
し
、
特
に
賃

借
物
を
さ
ら
に
賃
貸
す
る
権
限
は
な
い
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
一
文
が
、
住
居
使
用
賃
貸
借
に
関
し
て
、
ひ
と
つ
の
例
外
を
見
込
ん
で
い
る
。

こ
の
規
定
は
、
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
後
、
賃
借
人
の
た
め
に
正
当
な
利
益
が
生
じ
た
場
合
、
住
居
の
一
部
を
第
三
者
に
委
譲
す
る
た
め
の
許

可
に
対
す
る
請
求
権
を
賃
借
人
に
付
与
す
る
。
当
該
第
三
者
に
重
大
な
事
由
が
存
在
す
る
場
合
、
当
該
住
居
に
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
る
場
合
、

ま
た
は
、
そ
の
ほ
か
に
当
該
委
譲
が
賃
貸
人
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
こ
の
こ
と
は
妥
当
し
な
い
。

　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
一
文
の
規
整
の
目
的
は
、
賃
借
人
が
当
該
住
居
を
部
分
的
に
他
人
の
使
用
に
委
譲
し
た
い
場
合
に
も
、
ま
さ
し
く
、
当

該
使
用
賃
貸
借
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
賃
借
人
に
不
利
な
合
意
を
認
め
な
い
と
こ
ろ
の
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
三
文

に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
目
的
は
、
ま
ず
第
一
に
、
﹃
正
当
な
利
益
﹄
と
い
う
概
念
の
解
釈
、
お
よ
び
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
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二
九

条
二
項
一
文
後
段
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
要
求
可
能
性
と
い
う
要
件
に
対
す
る
﹃
正
当
な
利
益
﹄
と
い
う
概
念
の
関
係
を
決
定
す
る
の

で
あ
る
︶
44
︵

﹂
。

　

次
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
と
い
う
概
念
に
関
す
る
立
法
史
お
よ
び
学
説
を
概
観
し
た
う
え
で
、
賃
借
人
の

﹁
正
当
な
利
益
﹂
は
、
当
該
住
居
に
第
三
者
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
賃
借
人
の
単
な
る
願
望
で
は
満
た
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
当
該
住
居
の
一
部

を
第
三
者
に
委
譲
す
る
と
い
う
賃
借
人
の
願
望
を
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
の
筋
の
通
っ
た
理
由
が
賃
借
人
の
側
に
存
在

す
る
場
合
、
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
論
じ
た
。
住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
賃
借
人
に
よ
る
許
可
の
請
求
に
関
す
る
裁
判
例
の
判
断
枠

組
み
に
お
い
て
も
、
賃
貸
人
の
﹁
自
己
必
要
﹂
を
理
由
と
す
る
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
に
関
す
る
裁
判
例
の
判
断
枠
組
み
︶
45
︵

に
お
け
る

と
同
じ
よ
う
に
、
﹁
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
理
由
﹂
と
い
う
均
衡
を
保
つ
た
め
の
定
式
が
機
能
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
賃
借
人
は
、
自
己
の
利
益
を
基
礎
づ
け
る
と
こ
ろ
の
具
体
的
な
事
実
を
説
明
（
主
張
）
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
と
い
う
概
念
が
満
た
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
賃
借
人
の
願
望
が
依
拠
す
る
と
こ
ろ
の
事
実

的
な
基
盤
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
る
。

　

﹁
法
案
に
お
け
る
正
当
な
利
益
と
い
う
定
式
化
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
法
務
委
員
会
の
提
案
に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
政
府
草
案

に
お
い
て
は
、
な
お
、
差
し
迫
っ
た
利
益
が
見
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
文
献
に
お
い
て
は
、
賃
借
人
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
利
益
に
対
す
る
要
求
は
、
過
度
に
緊
張
さ
せ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
演
繹
さ
れ
る
。
一
般
に
、
法
的
な
利
益
が
問
題
で
あ
る
必
要

は
な
い
、
と
定
式
化
さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
個
人
的
、
経
済
的
、
ま
た
は
、
家
族
的
な
利
益
も
十
分
で
あ
る
。
・
・
・
・

　

当
部
の
見
解
に
よ
る
と
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
一
文
の
意
味
に
お
け
る
賃
借
人
の
利
益
は
、
す
で
に
、
当
該
住
居
の
一
部
を
第
三
者
に
委
譲



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
一
）

三
〇

す
る
と
い
う
賃
借
人
の
願
望
を
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
の
筋
の
通
っ
た
理
由
が
賃
借
人
の
側
に
存
在
す
る
場
合
、
認
め

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
賃
借
人
は
、
自
己
の
利
益
を
基
礎
づ
け
る
と
こ
ろ
の
具
体
的
な
状
況
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
点
に
お
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
す
で
に
、
当
該
住
居
に
第
三
者
を
受
け
入
れ
る

と
い
う
単
な
る
願
望
は
、
こ
の
よ
う
な
利
益
の
概
念
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
（
ハ
ム
上
級
地
方
裁
判
所
）
。
む
し
ろ
、
賃
借
人

の
願
望
が
依
拠
す
る
と
こ
ろ
の
事
実
的
な
基
盤
が
、
こ
の
よ
う
な
利
益
の
概
念
を
満
た
す
の
で
あ
る
。
理
由
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
す

で
に
、
賃
貸
人
は
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
賃
借
人
の
願
望
を
基
礎
づ
け
る
状
況
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
が
要
求
す
る
よ
う
に
、
契
約
締
結
後
に
は
じ
め
て
生

じ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
で
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
説
明
が
な
け
れ
ば
、
賃

借
人
の
理
由
づ
け
が
正
当
な
利
益
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
定
式
化
は
、

す
べ
て
の
任
意
の
利
益
が
十
分
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
賃
借
人
の
動
機
を
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
︶
46
︵

﹂
。

　

続
い
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
と
い
う
概
念
を
解
釈
す
る
た
め
の
基
準
に
つ
い
て
論
を
進
め
た
。
連
邦
通
常
裁

判
所
に
よ
る
と
、
妥
当
し
て
い
る
法
秩
序
お
よ
び
社
会
秩
序
が
基
準
と
な
る
が
、
特
に
、
民
法
の
一
般
条
項
の
解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
こ
ろ
の

基
本
権
の
価
値
秩
序
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
論
じ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
賃
借

人
が
個
人
的
な
理
由
か
ら
第
三
者
と
と
も
に
共
同
体
に
お
い
て
生
活
す
る
と
い
う
決
定
は
、
一
般
的
な
人
格
権
の
一
部
と
し
て
、
憲
法
自
体
が
一

般
的
な
自
由
権
の
行
使
に
加
え
て
い
る
制
限
を
越
え
な
い
限
り
、
基
本
権
の
保
護
（
基
本
法
一
条
一
項
一
文
、
二
条
一
項
）
を
享
受
す
る
の
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
賃
借
人
の
願
望
は
、
道
徳
律
の
違
反
に
も
、
他
人
の
権
利
の
侵
害
に
も
あ
た
ら
な
い
、
と
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な

論
述
で
あ
る
。
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三
一

　

﹁
賃
借
人
の
利
益
を
﹃
正
当
な
も
の
﹄
と
評
価
す
る
た
め
の
基
準
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
九
条
二
項
一
文
の
規
定
自
体
か
ら
は
結
果
と
し
て
生
じ
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
概
念
を
満
た
す
に
際
し
て
は
、
妥
当
し
て
い
る
法
秩
序
お
よ
び
社
会
秩
序
に
照
準
を
合
わ
せ
、
そ
の
際
、
特
に
、
民
法

が
、
こ
の
場
合
の
よ
う
に
、
定
め
ら
れ
て
い
な
い
法
概
念
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
民
法
の
解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
こ
ろ
の
基
本
権
の
価

値
秩
序
を
考
慮
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
妥
当
し
て
い
る
法
秩
序
お
よ
び
社
会
秩
序
と
一
致
し
、
全
く
取
る
に
足
ら
な
い

こ
と
は
な
い
重
要
さ
を
と
も
な
う
と
こ
ろ
の
、
き
わ
め
て
個
人
的
で
も
あ
る
あ
ら
ゆ
る
賃
借
人
の
利
益
が
、
正
当
な
も
の
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
賃
借
人
が
第
三
者
と
と
も
に
継
続
し
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
住
居
共
同
体
を
築
き
た
い
場
合
に
も
、
自
己
の
私
的
な
生
活
を
﹃
自
己
の

四
つ
の
壁
の
な
か
で
﹄
自
己
の
考
え
に
も
と
づ
い
て
形
成
す
る
と
い
う
賃
借
人
の
決
定
は
、
原
則
と
し
て
、
こ
の
こ
と
に
属
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
任
意
の
種
類
の
共
同
体
に
向
け
て
の
願
望
が
正
当
な
利
益
と
し
て
妥
当
し
う
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
他
の

人
と
と
も
に
共
同
体
に
お
い
て
生
活
す
る
と
い
う
決
定
は
、
一
般
的
な
人
格
権
の
一
部
と
し
て
、
憲
法
自
体
が
一
般
的
な
自
由
権
の
行
使
に
加
え

て
い
る
制
限
を
越
え
な
い
限
り
、
基
本
権
の
保
護
（
基
本
法
一
条
一
項
一
文
、
二
条
一
項
）
を
享
受
す
る
。
そ
の
点
で
は
、
基
本
法
二
条
一
項
に

も
と
づ
い
て
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
徳
律
は
、
時
代
の
考
え
方
に
従
う
。
そ
れ
で
、
た
と
え
ば
、
同
性
ま
た
は
異
性
の
未
婚
の
人
々
が
、

婚
姻
に
類
似
し
た
共
同
体
に
お
い
て
二
人
で
共
同
に
生
活
す
る
こ
と
、
ま
た
は
、
住
居
共
同
体
に
お
い
て
複
数
で
共
同
に
生
活
す
る
こ
と
が
、
道

徳
的
に
不
快
で
あ
る
と
い
う
一
般
に
妥
当
す
る
考
え
方
は
、
今
日
も
は
や
確
認
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
じ
く
制
限
を
形
成
す
る
と
こ
ろ
の

第
三
者
の
権
利
は
、
他
人
の
住
居
に
お
け
る
出
来
事
に
よ
っ
て
、
原
則
と
し
て
、
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
な
い
︶
47
︵

﹂
。

　

最
後
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
当
該
住
居
に
第
三
者
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
賃
借
人
の
利
益
を
基
礎
づ
け
る
事
実
に
関
し
て
、
賃
借
人
が
説

明
（
主
張
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
一
）

三
二

　

﹁
・
・
・
・
賃
借
人
は
、
自
己
の
利
益
を
基
礎
づ
け
、
右
に
述
べ
た
意
味
に
お
い
て
正
当
で
あ
る
と
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
の
状
況
を
知
ら
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
状
況
が
当
該
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
後
に
は
じ
め
て
生
じ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
何
故
生
じ
た
の
か
と

い
う
点
が
明
確
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
・
・
・
賃
借
人
は
、
当
該
契
約
締
結
時
に
存
在
し
た
状
況
と
の
比
較
に
お
い
て
、
自
己
の
個
人

的
な
状
況
の
変
化
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
賃
借
人
の
願
望
が
す
で
に
外
部
的
な
生
活
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ

な
い
事
案
に
お
い
て
は
、
賃
借
人
の
動
機
を
裏
づ
け
る
と
こ
ろ
の
賃
借
人
の
私
的
な
領
域
に
も
と
づ
く
状
況
を
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
必
要
不

可
欠
と
し
う
る
。
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
々
に
対
す
る
賃
借
人
の
関
係
を
説
明
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
当
該
共
同
体
に
お
け
る
生

活
様
式
に
関
す
る
賃
借
人
の
考
え
を
説
明
す
る
こ
と
が
、
是
が
非
で
も
、
そ
の
こ
と
に
属
し
う
る
。
賃
貸
人
は
、
そ
の
第
三
者
に
重
大
な
事
由
が

存
在
す
る
場
合
、
そ
の
住
居
に
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
は
、
そ
の
他
の
理
由
か
ら
、
そ
の
委
譲
が
賃
貸
人
に
要
求
さ
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
、
第
三
者
へ
の
当
該
住
居
の
委
譲
の
た
め
の
賃
貸
人
の
同
意
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
賃
借
人
は
、
賃
貸

人
に
対
し
て
、
最
終
的
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
職
業
的
ま
た
は
そ
の
他
の
活
動
を
知
ら
せ
て
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
々
の
名

前
を
挙
げ
、
当
該
住
居
へ
の
人
員
配
置
の
や
り
方
に
関
す
る
賃
借
人
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
︶
48
︵

﹂
。

（
7
）　

な
お
、
前
提
と
な
る
こ
と
が
ら
の
な
か
で
、
賃
借
人
は
、
当
該
住
居
の
一
部
を
第
三
者
の
使
用
に
委
譲
す
る
正
当
な
利
益
を
、
当
該
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
後

に
は
じ
め
て
取
得
し
た
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
賃
借
人
の
正
当
な
（
事
後
的
な
）
利
益
は
、
当
該
住
居
の
一
部
に
関
係
す
る
と
き
に
の
み
、
第

三
者
へ
の
使
用
の
委
譲
の
許
可
に
対
す
る
請
求
権
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
2
）
八
一
頁
で
確
認
し
た
。

（
8
）　

L
G

 B
erlin

 G
E

 1993,651(JU
R

IS
). 

な
お
、
こ
の
裁
判
例
の
参
照
に
つ
い
て
は
、JU

R
IS

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
た
。JU

R
IS

を
利
用
し
た
場
合
、
以
下
、
こ
の
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三
三

注
の
よ
う
に
、JU

R
IS

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
当
該
裁
判
例
の
掲
載
文
献
を
掲
げ
、
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
をJU

R
IS

で
参
照
し
た
こ
と
を
、
（JU

R
IS

）
と
い
う
形
で
示
す
。

（
9
）　

L
G

 B
erlin

 G
E

(F
n

.8).

（
10
）　

A
G

 N
eu

kölln
,L

G
 B

erlin
 W

u
M

 1994,326.

（
11
）　

A
G

 N
eu

kölln
 W

u
M

(F
n

.10),S
.327.

（
12
）　

L
G

 B
erlin

 W
u

M
(F

n
.10),S

.327.

（
13
）　

A
G

 N
eu

kölln
,L

G
 B

erlin
 W

u
M

(F
n

.10),S
.326.

（
14
）　

A
G

 T
iergarten

 G
E

 1987,523(JU
R

IS
).

（
15
）　

A
G

 S
ch

ön
eberg M

M
 1992,352-353(JU

R
IS

).

（
16
）　

L
G

 B
erlin

 G
E

 1981,909-911(JU
R

IS
).

（
17
）　

L
G

 B
erlin

 G
E

(F
n

.16).

（
18
）　

な
お
、
ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
九
二
年
六
月
一
一
日
決
定
前
に
お
い
て
は
、
賃
借
人
は
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
の
観
点
か
ら
、
一

定
の
制
限
は
受
け
る
も
の
の
、
転
貸
借
の
た
め
の
一
般
的
な
、
具
体
的
な
人
に
関
係
し
な
い
と
こ
ろ
の
許
可
の
付
与
に
対
す
る
請
求
権
を
有
す
る
、
と
判
断
し
た
裁

判
例
も
存
在
し
た
。
た
と
え
ば
、L

G
 B

erlin
 G

E
 1985,479-481(JU

R
IS

);L
G

 B
erlin

 N
JW

-R
R

 1990,457.

（
19
）　

K
G

 N
JW

-R
R

 1992,1229.

（
20
）　

K
G

 N
JW

-R
R

(F
n

.19),S
.1230.

（
21
）　

K
G

 N
JW

-R
R

(F
n

.19),S
.1230.

（
22
）　

た
と
え
ば
、L

G
 G

ieß
en

 N
Z

M
 2000,617;L

G
 M

ön
ch

en
glad

bach
 N

Z
M

 2000,181;O
L

G
 K

oblen
z N

JW
 2001,1948.

（
23
）　

L
G

 H
am

bu
rg N

JW
-R

R
 1992,13.

（
24
）　

L
G

 H
am

bu
rg N

JW
-R

R
(F

n
.23),S

.13.

（
25
）　

L
G

 H
am

bu
rg N

JW
-R

R
(F

n
.23),S

.13.

（
26
）　

L
G

 B
erlin

 G
E

 2005,1554-1555(JU
R

IS
).

（
27
）　

L
G

 B
erlin

 G
E

(F
n

.26).

（
28
）　

O
L

G
 H

am
m

 O
L

G
Z

 1982,481.

な
お
、
本
決
定
に
関
し
て
は
、
本
稿
で
は
取
り
扱
わ
な
い
論
点
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
2
）
九
三
頁
以



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
一
）

三
四

下
で
考
察
し
た
。

（
29
）　

O
L

G
 H

am
m

 O
L

G
Z

(F
n

.28),S
.481.

（
30
）　

O
L

G
 H

am
m

 O
L

G
Z

(F
n

.28),S
.491.

（
31
）　

O
L

G
 H

am
m

 O
L

G
Z

(F
n

.28),S
.491f.

（
32
）　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
四
九
条
一
項
一
文
は
、
現
行
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
〇
条
一
項
一
文
に
あ
た
る
規
定
で
あ
る
が
、
﹁
賃
借
人
は
、
賃
貸
人
の
許
可
な
し
に
、
賃
借
物
の
使
用

を
第
三
者
に
委
譲
し
、
特
に
賃
借
物
を
さ
ら
に
賃
貸
す
る
権
限
は
な
い
。
﹂
、
と
規
定
し
て
い
た
。

（
33
）　

O
L

G
 H

am
m

 O
L

G
Z

(F
n

.28),S
.492.

（
34
）　

O
L

G
 H

am
m

 O
L

G
Z

(F
n

.28),S
.492f.

（
35
）　

﹁
各
人
は
、
他
人
の
権
利
を
侵
害
せ
ず
、
か
つ
、
憲
法
的
秩
序
ま
た
は
道
徳
律
に
違
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
自
己
の
人
格
を
自
由
に
発
展
さ
せ
る
権
利
を
有

す
る
。
﹂
（
初
宿
正
典
﹁
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
﹂
高
田
敏
・
初
宿
正
典
編
訳
﹃
ド
イ
ツ
憲
法
集　

第
四
版
﹄
、
信
山
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
一
〇
頁
）
、
と

い
う
法
規
範
で
あ
る
。

（
36
）　

﹁
人
間
の
尊
厳
は
不
可
侵
で
あ
る
。
﹂
（
初
宿
・
前
掲
注
（
35
）
二
一
〇
頁
）
、
と
い
う
法
規
範
で
あ
る
。

（
37
）　

O
L

G
 H

am
m

 O
L

G
Z

(F
n

.28),S
.495.

（
38
）　

B
G

H
Z

 92,213.

（
39
）　

B
G

H
Z

(F
n

.38),S
.215.

（
40
）　

K
G

 Z
M

R
 1984,376.

（
41
）　

B
G

H
Z

(F
n

.38),S
.215.

（
42
）　

B
G

H
Z

(F
n

.38),S
.216.

（
43
）　

B
G

H
Z

(F
n

.38),S
.213.

（
44
）　

B
G

H
Z

(F
n

.38),S
.217.

（
45
）　

拙
稿
・
前
掲
注
（
3
）
参
照
。

（
46
）　

B
G

H
Z

(F
n

.38),S
.217ff.

（
47
）　

B
G

H
Z

(F
n

.38),S
.219f.
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三
五

（
48
）　

B
G

H
Z

(F
n

.38),S
.221f.




